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本日の内容

ASEAN経済の吸引力
投資の「出し手」の側面も強める
ASEANの実力企業(概観)
具体的な事例
日本企業にとってのASEAN企業
まとめ
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ASEAN経済の吸引力(JBICアンケート調査から)
上位20カ国：(2008年)ASEAN5カ国 ⇨(2018年)ASEAN9カ国
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順位 国名 順位 国名
1 中国 1 中国
2 インド 2 インド
3 ベトナム 3 タイ
4 ロシア 4 ベトナム
5 タイ 5 インドネシア
6 ブラジル 6 米国
7 米国 7 メキシコ
8 インドネシア 8 フィリピン
9 韓国 9 ミャンマー
10 台湾 10 マレーシア
11 メキシコ 11 ドイツ
12 マレーシア 12 ブラジル
13 シンガポール 13 韓国
14 アラブ首長国連邦 14 台湾
15 ドイツ 15 ロシア
16 チェコ 16 シンガポール
17 トルコ 17 カンボジア
18 英国 18 オーストラリア
19 オーストラリア 19 ラオス
20 南アフリカ 20 フランス

(出所）国際協力銀行「わが国製造業の海外事業展開に関する調査報告」

2008年調査 2018年調査

中期的(今後3年程度)に有望な事業展開先



ASEAN経済の吸引力(FDI流入額)

ASEANは2010年後頃から急増、中国と肩を並べる規模に
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ASEAN経済の吸引力(企業駐在員数)
ASEANが最大の駐在員数を誇る地域に
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ASEAN経済のみどころとは？
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 ASEAN経済共同体(AEC)創設→経済統合の進展
 越境インフラ整備→連結性向上
 ASEANを中核とするFTA/EPAネットワークの広がり
 ミャンマーなど域内後発国の胎動
 中間層勃興による消費市場の拡大
 親日的な国が多い。
 ASEAN企業の躍進、国際プレゼンスの増大
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ASEAN諸国、対外FDIの拡大(1)
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ASEAN諸国、対外FDIの拡大(2)
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ASEAN諸国、対外FDIの拡大(3)
2000年代半ば頃から急増。日本、中国とともに拡大トレンドを辿る
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ASEAN多国籍企業の顔ぶれ(1)

 AirAsia（馬）―アジア1位（格安航空）
 Top Glove（馬）―世界1位（ゴム手袋）
 Sime Darby (馬）―世界1位（農園経営）
 IHH Healthcare（馬）―アジア1位（病院経営）
 Olam International（星）―世界有数（農産物商社）
 Raffles Education（星）―アジア最大級(学校運営)
 Singtel（星）―東南アジア・南アジア１位（携帯電話）
 BredTalk (星) ―アジア有数(ベーカリー)
 Indrama Ventures（泰）―世界1位（ペットボトル原料）
 Thai Union Group（泰）―世界1位（ツナ缶）
 Jollibee Foods Cooperation(比)――アジア1位(外食)
 Emperador(比)――世界1位(ブランデー)
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少し“地味”だが、意外(?)と多い有力プレーヤー



ASEAN多国籍企業の顔ぶれ(2)
BCG作成のリスト：ASEAN企業14社が選ばれる
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国名 企業名 業種
AirAsia 格安航空
Axiata 通信
Petronas 石油
CP Foods 飼料、家畜、養殖
Indrama Ventures 石油化学
PTT 石油化学
Thai Beverage 飲料
Thai Union Group 水産
Golden Agri Resources 農産物
Indofood 食品
Ayala Group コングロマリット
DMCI　Holdings 建設
Universal Robina 食品
Jollibee Foods Cooperation ファストフード

「世界で活躍する新興国の優良企業」に選ばれたASEAN企業(2016)
"2016 BCG Global Challengers"

インドネシア(2社)

マレーシア(3社)

フィリピン(4社)

（注）企業の選定に際し、①売上高10億ﾄﾞﾙ以上、②海外部門の
　　　　売上高が全体の10%以上ないしは5億ﾄﾞﾙ超、③過去5年間の海
　　　　外における投資、M&Aの実績、④ビジネスモデルの優位性--などを
　　　　基準にしている。シンガポールの企業は対象外。
（資料）The Boston Consulting Group(2016)より作成。

タイ(5社)



ASEAN多国籍企業の顔ぶれ(3)
UNCTAD作成のランキング：TOP100にASEAN企業16社がランクイン
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Corporation Home economy Industry c
Foreign　Assets

(100万ﾄﾞﾙ)
1 CK Hutchison Holdings Limited Hong Kong Retail Trade  110 515
2 China COSCO Shipping Corp Ltd China Transport and storage  73 362
3 Hon Hai Precision Industries Taiwan Electronic components  70 797
4 China National Offshore Oil Corp (CNOOC) China Mining, quarrying and petroleum  64 686
5 Samsung Electronics Co., Ltd. Korea Communications equipment  63 704
6 Broadcom Limited Singapore Electronic components  48 413
8 Petronas - Petroliam Nasional Bhd Malaysia Mining, quarrying and petroleum  39 341
15 Singapore Telecommunications Ltd Singapore Telecommunications  28 056
24 Flex Ltd Singapore Electronic components  24 280
28 Wilmar International Limited Singapore Food & beverages  21 886
31 CapitaLand Ltd Singapore Construction  19 635
38 Genting Bhd Malaysia Hotels and restaurants  16 410
43 YTL Corporation Bhd Malaysia Construction  15 392
51 Axiata Group Bhd Malaysia Telecommunications  12 817
55 Sime Darby Bhd Malaysia Wholesale Trade  12 252
65 San Miguel Corp Philippines Food & beverages  9 831
69 Keppel Corp Ltd Singapore Other Transportation Equipment  9 286
74 Sembcorp Industries Limited Singapore Electricity, gas and water  8 845
86 Banpu Public Company Limited Thailand Mining, quarrying and petroleum  7 373
87 Golden Agri-Resources Ltd Singapore Food & beverages  7 296
95 City Developments Ltd Singapore Real Estate  6 152

(資料)UNCTAD, World Investment Report 2018

途上国の多国籍企業ランキング(2017年の海外資産額ベース、金融除く)
Rank



ASEAN企業の海外展開(主な特徴)
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2000年代に入り越境経営が加速。従来から海外事業を
行っていた企業の海外展開に拍車が掛かるとともに、新たに設
立された企業も国際化に注力。

政府系、華人系、地場資本系の３つのカテゴリーでいずれも
顕著な国際化が観察される。

国別に見ると、シンガポール、マレーシアは政府系、タイは財閥
系が目立つ。地場資本系の国際化は各国で進行している。

業種は、金融や小売り、観光、医療、教育などサービス業、農
園経営など１次産品関連が多い。製造業は比較的少ない。

事業展開先は全世界に広がっているが、中心はお膝元の
ASEAN域内である。



背景は？
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 経済成長に伴う海外展開力の高まり
(資金力、技術力、経営ノウハウ、人材・・・)

 国内市場の飽和、成長力低下、競争激化…

 各国政府が公的支援を拡大 (資金支援、進出先政
府への働きかけ、法整備、 税優遇・・・）

 ASEAN経済統合
(経済共同体の創設、域内輸送インフラの整備・・・)

 近隣市場に対する注目度の高まり
(インドネシアやフィリピン、CLMV諸国・・・）
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事例(1) エアアジア(マレーシア)

18

2001年創業。アジア最大規模の
格安航空(Low-cost carrier: 
LCC)。ASEANのLCC業界を牽

引してきた草分け的存在。

(出所)写真、数字はエアアジアの7年次報告書(2017年)より。



事例(1) エアアジア(マレーシア) 続き
 2009年にシンガポール航空などを追い抜き、ASEAN最大規模(利用者数)に。
 マレーシア、タイ、インドネシア、フィリピン、インド、日本に運航拠点。乗客数の内訳は、

ASEAN4カ国合計で9割超に及ぶ。
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事例(2) ブレッドトーク(シンガポール)

ASEAN各国でよく見かけるパン屋さん、それがブレッドトーク
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シンガポール中心部の店舗
(2017年3月、牛山撮影)

クアラルンプール中心部の店舗
(2015年9月、牛山撮影)



事例(2) ブレッドトーク(シンガポール) 続き
 2000年創業。シンガポールが誇る「多国籍ベーカリー」。
 国内外でベーカリー871店舗(2017年末)を展開。このうち8割超が海外にある。

China
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アジア中心に広がる海外店舗網



事例(3) ベトテル(ベトナム)
新興ベトナム多国籍企業の雄。海外10カ国に進出。カンボジア、ラオス、
東ティモール、ブルンジ、モザンビークで市場シェア1位を獲得(同社資料)
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ベトテルの海外進出先

ミャンマー
(2018) ラオス

(2015)

カンボジア
(2015)

東チモール
(2013)

ハイチ
(2011)

ペルー
(2014)

ブルンジ
(2015

モザンビーク
(2012)

カメルーン
(2014) タンザニア

(2015)

注：括弧内はサービスを開始した年。
資料：ベトテルの年次報告書などを基に作成。

ベトナム



ベトテル
(ベトナム)

アシアタ
(マレーシア)

シングテル
(シンガポール)

フィリピン

インドネシア

ミャンマー

タイ

カンボジア

ラオス

事例(３)ベトテル(ベトナム) 続き
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ASEAN市場を巡り、シングテル、アシアタ、ベトテルの“三羽ガラス”が陣取り合戦

(資料)各社資料より作成。



事例(4) IHHヘルスケア(マレーシア)
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アジアを代表する「多国籍病院」。健康志向の高まり、
富裕層の増加を追い風に経営拡大

(右)トルコで運営する病院
(左)中国・上海に建設予定の病院
(ともに完成予想図、IHHヘルスケアの年次報告書より)



25 （出所）IHH Healthcare Berhad のホームページ

事例(4) IHHヘルスケア(マレーシア) 続き
９カ国に49病院を展開。従業員数３万5000人超。三井物産が出資



事例(5) ジョリビー・フーズ(フィリピン)
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アジア最大規模の外食チェーン。フィリピンの「国民食」。海外店舗数は900超。

国内店舗数 海外店舗数 時価総額 売上高

吉野家ホールディングス 2,358 821 1,187 1,985 吉野家、京樽、はなまる、ステーキのどん、VOLKSなど

ゼンショーホールディングス 4,680 385 3,067 5,791 すき家、なか卯、BIGBOY、ジョリーパスタ、はま寿司など

すかいらーく 3,133 54 3,337 3,594

Jollibee foods 2,875 922 5,282 3,400 Jollibee、チャウキン、永和大王、ハイランドコーヒーなど

主なブランド

ジョナサン、バーミヤン、しゃぶ葉、ガスとなど

(出所)写真はジョリビーのHP



事例(5) ジョリビー・フーズ(フィリピン)続き
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「Jollibee」の海外店舗数は約半数がベトナム国内。ベトナムではKFCに次ぐ規模

(ベトナムの主な外資系外食チェーン)
• KFC140店舗
• ジョリビー98店舗
• ロッテリア84店舗
• ピザハット72店舗
• スターバックス37店舗
• マクドナルド17店舗
• ダンキンドーナッツ14店舗



 2012 年にマレーシアで創業。本社シンガポール。
 ASEAN最大のタクシー配車アプリの会社。
 シンガポール、インドネシアやタイ、フィリピン、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、

カンボジアの８カ国・200超の都市に展開。タクシーや個人ハイヤーなど域内
で約100万人超の運転手が登録。利用件数は2017年11月に累計10億
件突破。

 2015年８月、テマセク・ホールディングス傘下のスタートアップ投資部門である
バーテックス・ベンチャー、中国投資有限責任公司(CIC)、日本のソフトバンク
などから総額3億5000万ドルを調達。

 2016年12月、ホンダがGrabに出資。
 2015年末にアプリ上で決済ができる「GrabPay、

16年11月末にコンビニや銀行などでグラブペイ
にチャージできる「GrabPay Credits」を開始。

 18年6月、トヨタがGrabに出資。
28

スタートアップ企業 in ASEAN
Grab (シンガポール)の飛躍
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ASEAN企業の海外展開に着目すべき理由
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➀ 国際プレゼンスの更なる増大
・・・世界・アジア有数の規模へ躍進するケースも

➁ 日本企業の連携相手として存在感増す
・・・事業の広域展開でコラボレーション

➂ ASEAN経済の成長要因になり得る
・・・「中所得の罠」を打破する一つの力に

➃ ASEAN統合の新たな推進力としての期待
・・・ASEAN企業の主要な展開先はASEAN域内で

あることかあら、ヒトやモノの往来を促進



広域連携パートナーとしてのASEAN企業

単一国での連携から、リージョナル・グローバルな連携へ
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日ASEAN企業の連携(1)
オラム・インターナショナル(シンガポール)

オラムは世界有数の農産物商社。70カ国に進出、50品目を取り扱い、取引先は
ネスレやユニリーバなど巨大企業も含む約2万3000社、従業員は約7万人。

32
(出所）Olam International Limited, Investor Presentation, November 2014

オラムの事業展開先

三
菱
商
事
が
出
資



33 （出所）IHH Healthcare Berhad のホームページ

日ASEAN企業の連携(2)
IHHヘルスケア(マレーシア) 

三
井
物
産
が
出
資

IHHの事業展開先

IHHヘルスケアの海外ネットワークに着目して三井物産が30%出資、
IHHの第2位の株主となり、同社を持分法適用会社にした。



日ASEAN企業の連携(3)
CPグループ(タイ)

CPグループはタイ最大の財閥。食料・食品を中心に流通、通信、不動産、自動車な
ど多彩な分野に展開。グループ売上高(約5兆円)の約4割を中国で稼ぐ。
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中核企業CPフーズの事業展開先

伊
藤
忠
商
事
が
出
資

(出所)CPフーズの年次報告書(2017年)
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まとめ
 事業展開先としてのASEANの注目度は依然高い。
 ASEAN経済の見所は様々だが、地元ASEAN企業が成長し、

多国籍化を加速している点にも着目すべき。
 ASEAN諸国の対外直接投資(FDI)は拡大し続けている。
 そうしたなか当該業種で世界有数、アジア有数の規模へと飛躍

するASEAN企業が増えている。
 例えば、格安航空のエアアジア、ベーカリーのブレッドトーク、病

院のIHHヘルスケア、外食のジョリビーフーズ等は注目企業。
 国際プレゼンスを増すASEAN企業は、日本企業の広域連携

パートナーとして存在感を高めており、協力案件は増加中。
 ASEAN企業の多国籍化は、ASEAN諸国の成長要因になり

得る。経済統合の推進役としての働きも期待される。
36



おわり

ご清聴ありがとうございました。

本報告に関するお問い合わせ等は、
ushiyama@jcer.or.jp

anhgyusan@gmail.com
℡ 03-6256-7779(オフィス直通)

までお願い致します。
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